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なぜ薬剤師になったのか

高校時代

部活中心のまいにち
正直、将来の夢はない

好きな科目は「化学」と「数学」くらい、、、

立命館大学に「薬学部」が新設されるらしい
立命生を目指して勉強

（薬剤師の仕事内容は知らない）



今の仕事につくにあたって

大学時代

「薬の専門家」として信頼されている
アメリカの薬剤師に興味を持つ

「５回生の病院・薬局での実務実習」
地域の人たちに寄り添いながら働く薬局薬剤師に

強く惹かれる



薬局薬剤師の主な仕事内容

調剤・服薬指導

多職種連携

在宅訪問（ご自宅へ薬を配達）

健康サポート

調剤は機械化　メインは対人業務
飲み合わせ、副作用、効果を確認

医師や看護師などチーム内で
患者さんの情報を共有・提案

ご自宅での薬を管理フォロー

病気の予防や健康サポートに貢献
健康相談、受診勧奨
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１日の流れ

休みは、木曜日、日曜日（ 土曜日は午後休）

9:00

服薬指導
指導の記録
病院へ情報提供

12:30 13:30

休憩

16:00 19:00

在宅訪問
勉強会

調剤＆服薬指導



薬局から出て地域へ

健康サポートする薬局として、地域の健康づくりにも力を入れています

学校で手洗い教室こども薬剤師体験

おくすり教室

健康測定会 認知症セミナー



・患者さん一人ひとりに合わせた説明や提案
・医師との対話や判断（疑義照会）
・在宅訪問での状態や声かけ
・地域の健康相談、受診勧奨

薬局薬剤師の将来性

機械が担うようになるもの

・薬を取りそろえる
・定期的な確認業務
・薬の在庫管理

「AIや機械化が進めば、薬剤師はいらなくなるのでは？」

人にしかできないもの

将来、薬剤師は生き残る仕事！



処方箋100枚のうち2〜3枚の割合で発生し、その7割で実際に処方が変わる



正直なところ

・新しい薬・治療法が次々登場し、薬剤師
になってからも学び続ける必要がある

・薬は間違えると人の命に関わるため、常
に緊張感を持って向き合う

薬局薬剤師になってみて

やりがいはあるけど、楽な仕事ではありません。

それでも「もう一度選べる？」と聞かれたら、同じ選択をします。

やりがい

・患者さんから直接「ありがとう」と言っても
らえる距離の近さ

・医師や医療スタッフから頼ってもらえる

・家族や地元の友人からも、体調のことをすぐ
相談してもらえること



地域で一緒に働く滋賀の薬剤師たち

勉強会や学会を通じて、滋賀の薬剤師仲間と学び合い、支え合いながら楽しく成長できる

仲間とのつながり



ありがとうございました。

本日お伝えしたいこと K E Y  M E S S A G E

薬を渡すだけの仕事ではない、

滋賀で、頼られる薬剤師として働くやりがい

ぜひ「薬学部」「薬剤師」を将来の選択肢に！
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